
科目名 臨床医学総論Ⅰ 時間・単位 1単位・30時間（15コマ）

担当教員

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 奈良信雄　他

出版社名 医歯薬出版

著者名

出版社名

参考書
配付資料

医療関係専門書

鍼灸学科・昼間１部・２年　臨床医学総論Ⅰ

麻生　寿樹

現代西洋医学は科学理論を基盤として成立しており、多くの疾患の診断や治療におい

て、力を発揮している。しかしながら、西洋医学的手法をもってしても力の及ばない

領域、例えば、原因が明らかでない複雑な発症要因をもつ疾患や精神的な要素が関連

する疾患などがある。さらに、西洋医学では、病態を分析し、臓器に焦点を当てがち

で全体像を軽視する傾向がある。これに対して東洋医学では、包括的に病態を捉え、

個人の自然治癒力を重視し、全人的に診断・治療する姿勢であり、東洋医学は、西洋

医学の実態より現われた歪みを糺し、欠点を補うことが出来る特性がある。東洋医学

は、もはや西洋医学を補完・代替する立場ではなく、西洋医学と東洋医学は全く同格

の立場で、互いに長所と短所を認め合いながら調和し、国民に有益な医療と情報を提

供することが肝要なのである。かかる視点に立ち､東洋医学の医療者を志す学生に西

洋医学の持つ科学的な観察と思考力を教示する。

「臨床医学総論」の教科書を使用し、西洋医学における臨床医学の全体を総括して講

義を行い、臨床医学における各診療科に共通する事項を横断的に解説する｡教科書に

準拠して講義を行うが、プリントなどを適宜配布して補足解説する。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験・小テストを実施するこ

とがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度・課題等

を総合的に勘案した結果を基に判定する。

・小テストを実施する予定、その際は成績に加味する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

　「不可」：59点以下

教科書 臨床医学総論



回 講義内容 備　考

1 診察の概要・方法

2 生命徴候の診察

3 全身の診察①

4 全身の診察②

5 全身の診察③

6 中間試験

7 局所の診察①

8 局所の診察②

9 局所の診察③

10 中間試験

11 神経系の診察

12 運動機能検査①

13 運動機能検査②

14 運動機能検査③

15 期末試験

鍼灸学科・昼間１部・２年　臨床医学総論Ⅰ



科目名 はりきゅう理論Ⅰ 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 （公社）東洋療法学校協会編

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

教科書 はりきゅう理論

参考書

鍼灸学科・昼間１部・１年　はりきゅう理論Ⅰ

入口　竜士

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

本講では、主に鍼灸の基礎知識の理解を目的とする。鍼灸は本来、東洋医学として発

展してきたが、その治効理論を現代医学的に解明することは、非常に大切である。し

たがって、まず「はりきゅう理論Ⅰ」では、その治効理論を学ぶための基礎となる、

鍼灸の施術方法、リスク管理、人体の感覚機能等についての理解を深めていく。

①鍼灸の基礎知識、②刺鍼の方式と術式、③特殊鍼法、④灸の基礎知識、⑤灸術の種

類、⑥鍼灸の臨床応用、⑦リスク管理、⑧鍼灸治効の基礎等を学ぶ。これらの項目を

臨床経験のある教員が経験談や具体例などを踏まえアドバイスをし、習得させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・中間試験は行わない。

・成績評価にあたっては試験の成績、出席状況を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 鍼の基礎知識

2 刺鍼の方式と術式

3 特殊鍼法

4 灸の基礎知識

5 灸術の種類

6 鍼灸の臨床応用

7 中間試験

8 試験解説

9 リスク管理

10 鍼灸治効の基礎　痛み感覚の受容と伝導Ⅰ

11 鍼灸治効の基礎　痛み感覚の受容と伝導Ⅱ

12 鍼灸治効の基礎　温度感覚の受容と伝導

13 鍼灸治効の基礎　触圧感覚の受容と伝導

14 まとめ

15 期末試験

鍼灸学科・昼間１部・１年　はりきゅう理論Ⅰ



科目名 はりきゅう理論Ⅱ 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 東洋療法学校協会

出版社名 医道の日本社

著者名

出版社名

鍼灸学科・昼間１部・２年　はりきゅう理論Ⅱ

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

参考書 鍼灸療法技術ガイドⅠ、Ⅱ

上尾　慎

鍼灸の治効理論の理解を目的とする。鍼灸は本来、東洋医学として発展してきたが、

その治効理論を現代医学的に解明することは、非常に大切である。したがって、「は

りきゅう理論Ⅱ」では、「はりきゅう理論Ⅰ」を踏まえて、鍼灸刺激が生体にどのよ

うに作用するかについて、生理学と関連付けながら、治効理論を学んでいく。

臨床経験を持つ専任教員が、現場経験を活かした視点で「はりきゅう理論Ⅰ」を踏ま

え、鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識、鍼灸治効機序、鍼灸治効機序と臨床

の接点等を学習し、鍼灸療法の治効理論を理解していく。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

「不可」：59点以下

教科書 はりきゅう理論



回 講義内容 備　考

1 はりきゅう理論Ⅰ復習 第1章〜第4章

2 はりきゅう理論Ⅰ復習 第5章〜第7章

3 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 第8章①

4 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 第8章②

5 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 第8章③

6 鍼灸治効を理解するために必要な基礎知識 第8章④

7 中間試験

8 鍼灸治効機序 第9章①

9 鍼灸治効機序 第9章②

10 鍼灸治効機序 第9章③

11 鍼灸治効機序 第9章④

12 鍼灸治効機序と臨床の接点 第10章①

13 鍼灸治効機序と臨床の接点 第10章②

14 まとめ

15 期末試験

鍼灸学科・昼間１部・２年　はりきゅう理論Ⅱ



科目名 東洋医学概論Ⅰ 時間・単位 2単位・30時間（15コマ）

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 教科書執筆小委員会　著

出版社名 医道の日本社

著者名 劉　公望・兵頭　明

出版社名 東洋学術出版社

教科書 東洋医学概論

参考書 鍼灸学［基礎編］

鍼灸学科・昼間１部・１年　東洋医学概論Ⅰ

高見　次郎

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務

　東洋医学概論は東洋医学の診断、分析、治療の基礎となる科目である。東洋医学の

根幹であり、理解できなければ、将来、臨床現場で正しく診断、そして質の高い鍼灸

診療活動はできない。当科目においては、東洋医学概論Ⅱとともに、この一年間で、

この東洋医学の基礎理論、蔵象（臓腑の生理機能）とその病理病証、または、経絡の

基本的な病証等を学ぶ。

・東洋医学理論の基礎

・整体観念や精気・陰陽・五行の諸学説

・東洋医学的な人体の捉え方である蔵象と病因・病機

について、鍼灸の現場経験を活かした視点でアドバイスをし、実践的な具体例をあげ

ながら、知識を定着させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・中間試験を行う。

・成績評価にあたっては試験の成績、出席状況を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 東洋医学の概要・沿革・起源・発展

2 陰陽学説・五行学説

3 治療原則 小テスト

4 気・血の生理と病理 小テスト

5 津液・精の生理と病理 小テスト

6 陰陽の病理と神 小テスト

7 中間試験

8 蔵象学説（肝・胆）

9 蔵象学説（心・小腸） 小テスト

10 蔵象学説（脾・胃） 小テスト

11 蔵象学説（肺・大腸） 小テスト

12 蔵象学説（腎・膀胱） 小テスト

13 蔵象学説（心包・三焦）・奇恒の腑 小テスト

14 まとめ 小テスト

15 期末試験

鍼灸学科・昼間１部・１年　東洋医学概論Ⅰ



科目名 経絡経穴概論Ⅰ 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名 日本理療科教員連盟

出版社名 医道の日本

著者名

出版社名

教科書 新板　経絡経穴概論

参考書 プリント配布

鍼灸学科・昼間１部・１年　経絡経穴学概論Ⅰ

長谷川　直子

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

経絡経穴学概論は鍼灸師にとって基本的な知識です。

本講義においては人体における経絡と経穴の関係を解剖学的位置関係とともに理解さ

せることを目的とします。

教科書に基づき十四経の流注と、361穴の経穴の名称・所属経絡と取穴部位等を学

び、鍼灸の臨床経験を活かした視点でアドバイスをし、実践的な具体例をあげなが

ら、知識を定着させる。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・必要に応じて授業時間内、あるいは授業時間外に中間試験を実施することがある。

・成績評価にあたっては、①試験等の成績、②出席状況、③授業の受講態度等を総合

的に勘案した結果を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 経穴とは（オリエンテーション）

2 体表指標と骨度法 小テスト

3 流注・要穴表 小テスト

4 督脈（38穴） 小テスト

5 任脈（24穴） 小テスト

6 手の太陰肺経（11穴）・手の陽明大腸経（20穴） 小テスト

7 足の陽明胃経（45穴） 小テスト

8 足の太陰脾経（21穴）

9 中間試験 小テスト

10 手の少陰心経（9穴）・手の太陽小腸経（19穴） 小テスト

11 足の太陽膀胱経（67穴）② 小テスト

12 足の少陰腎経（27穴） 小テスト

13 手の厥陰心包経（9穴）・手の少陽三焦経（23穴） 小テスト

14 足の少陽胆経（44穴）/足の厥陰肝経（14穴） 小テスト

15 期末試験

鍼灸学科・昼間１部・１年　経絡経穴学概論Ⅰ



科目名 あはきの適応の判断 時間・単位 30時間・2単位・15コマ

担当教員

教員の実務経

験

教育目標

授業内容

成績評価

著者名

出版社名

著者名 代田文彦ほか

出版社名 医道の日本社

教科書

参考書 鍼灸不適応疾患の鑑別と対策

鍼灸学科・昼間１部・１年　あはきの適応の判断

岸野　庸平

鍼灸師として鍼灸治療院等で長年勤務した後、専任教員として従事する。

現代医学と東洋医学の基礎理論、および臨床の知識は、将来、医療現場で医療従事者

として必要不可欠である。しかしながら臨床現場では、複合的な持病をもっている患

者もやって来る。正しく対応するためには、正しい適応判断が必要である。当科目に

おいては、臨床現場で正しく診断、そして質の高い診療活動が出来るよう、適応不適

応の判断が出来るようになることが目的である。

「鍼灸不適応疾患の鑑別と対策」を参考書とし、「臨床医学各論」に記載されている

疾患等が鍼灸の適応か不適応かを判断できるように、開業経験を持つ担当教員が実際

に鍼灸院で起こった「ひやりハット」の事例など踏まえて講義する。

・授業への出席が3分の2以上を満たした者についてのみ試験等を実施する。

・期末試験は授業時間内（原則として授業の最終日）に実施する。

・再試験は授業時間外に実施する。

・中間試験は行わない。

・成績評価にあたっては試験の成績、出席状況を基に判定する。

・成績は以下の5段階で評価し、「可」以上を合格とする。

　「秀」：90〜100点　「優」：80〜89点　「良」：70〜79点　「可」：60〜69点

「不可」：59点以下



回 講義内容 備　考

1 鍼灸治療の適応の条件および感染症

2 消化器系疾患（肝・胆・膵の疾患含む）

3 呼吸器系疾患

4 泌尿器系疾患、内分泌疾患、代謝・栄養疾患

5 整形外科疾患

6 整形外科疾患

7 整形外科疾患

8 整形外科疾患

9 循環器系疾患

10 血液・造血系疾患、神経系疾患

11 神経系疾患、膠原病

12 その他の疾患

13 その他の疾患

14 期末試験

15 まとめ

鍼灸学科・昼間１部・１年　あはきの適応の判断


